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第2章・3節5）
　　　　アラビア語の「濃い／薄い」表現
ワリード・イブラヒム
0．はじめに
　本稿では、日本語の「濃い／薄い」に対応するアラビア語の語彙を『アラビア
語シソーラス』（参考文献参照）から抽出し、それぞれの概念を表わす語群の使
い分けを共起制限の面から明らかにする。『アラビア語シソーラス」に挙げられ
ている日本語の「濃い／薄い」に対応するアラビア語の語群は、「4．・001太い・
厚い」と「4．002細い」に入っているが、その中から対応語を抽出する際に日本
語の「濃い／薄い」の基本的な意味的特徴を考慮した。日本語の「濃い／薄い」
とは、すなわち、西尾（1972）と森田（1977）、で指摘される「色・味・液体な
どの濃度や密度の程度が多い／少ない」という意味的特徴である。従って、前述
のような条件に基づいて、次のアラビア語の対応語1）（四対）を抽出した。
　濃い：kathyf　・　thaxyn　・　thaqyl　・　ghameq，　qatem，　daken
　薄い：．taffy　　　・　　xafyf　　　・　　xafyf　　・　　fate．　h，　bahet
　上記のアラビア語語群は共起し得る指示対象の観点から次の1．から4．の四っ
のグループに分けられる。そして、5．では、「薄い」との関係で「厚い／薄い」
に対応する語群を、6．では、日本語の「濃い／薄い」が共起するが、アラビア語
の場合、以上の四対でカバーできない指示対象を取り上げることにする。
1．kathyf／．　taffy 集合体 「煙・雲／髪・眉毛等」
2．thaxyn／xafyf 液体 「スープ・ミルク等」
3．thaqy1／xafyf 液体 「紅茶・コーヒー等」
4．ghameq，　qatem，　daken／fate．　h，　bahet 色彩 「青・赤等」
5．salnyk／raqyq 厚い／薄い 「唇、皮膚、紙等」
6
． その他 「味、匂い、化粧等」
1．（kathyf／．　tafyf）集合体
　上記であげたアラビア語の中には「kathyf（濃い）／．　taffy（薄い）」の対は、
「煙、雲、髪、眉毛、芝生、葉、など」のような集合体の形で表現される名詞と
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共起する。それらの語の意味特徴をみると、kathyf（濃い）は「絡まって複雑
で多い状態である」と定義されている（『Al－wasyt』参考書、辞書類）。この定
義からも「密度」を問題にしていることが分かるが、共起制限の面から見ると、
以上で述べたような「集合体」を表わす名詞としか共起しない（以下の例文を参
照されたい）。
　1．duxan　kathyf／．　taffy煙
　2．sha’「kathyf／．　taffy　　　　髪の毛
　3．？m．tar　kathyfah／．　tafyfah　雨（複数形・形容詞は女性形）
　っまり、「髪の毛や眉毛や芝生」の場合は、「多くて隙間なく生えている状態」
を表わすのに対して、「雲、煙、霧など」のような気体や水分を含む現象を表わ
す名詞と共起する場合は、「その一つ一つの塊が厚い状態」であることを表わす。
すなわち、前者では「密度」、後者では「濃度」を問題にするといえる。また、
「雨」とも共起するが、「雨」と共起する場合は「量が多く、集中的な様態」2）を
表わす。
　そして、kathyfの反義語である．taffy（薄い）の意味は「未完成のもの、少
ない状態」と定義されており、元の動詞は「．taffa」3）である（同辞典参照）。動
詞の意味は「浮かぶ、少なくする」という意味を表わす。その意味から、「もの
が不足している、完全ではない状態」を表わす形容詞に転用している。
2．（thaxyn／xafyf）液体の濃度（流動性）
　アラビア語の場合は、「スープやミルクやジュースなど」のような液体の濃度
を表わすときは「thaxyn（濃い）／xafyf（薄い）」の対が対応する。　thaxynは、
「分厚い、濃厚な、深みのある」と定義されている（『アラビア語一日本語電子辞
書』）。また、『Al－wasyt』によると、「分厚い、硬い」と定義されているが、　tha・
xynは、？athxanという動詞から派生した形容詞であり、その動詞の意味は
「～過度に行う、～やりすぎる」と定義されている。従って、元になる動詞の意
味から「液体のどろどろした状態」という意味に転用したと考えられる。
　また、ミルクやスープの場合はdasem（脂肪が多い・脂っこい）という形容
詞も使えるが、この場合は、「どろどろの状態」ではなく、「脂肪が多い状態」を
表わす。
　xafyf（薄い）は、　thaxyn（濃い）の反義語としてあがっているが、　xafyfは
本来「軽い」という意味を表わす。次の（3．）でもxafyfが「薄い」の意味で用
いられる。
　また、スープはアラビア語では、「．hes？」または「maraq」というが、「ma一
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raq」は「肉や鶏がらの薄いスープ」という意味である。
3．（thaqyl／xafyf）液体の成分（甘味）
　以上の（2．）では液体の濃度を表わす場合のアラビア語を見たが、コーヒー、
紅茶、アルコールなどのような液体の味を問題にする場合、つまり「濃い味／薄
い味」という意味を表わす場合は、「shaay　thaqyl（濃い紅茶）／shaay　xafyf
（薄い紅茶）」などのように「thaqyl（濃い）／xafyf（薄い）」が使われる。　tha－
qyl（濃い）は、「thaqula」という動詞から派生した形容詞であるが、元になる
動詞は、「重くなる、病気などが酷くなる・悪化する、物事・状況などがきっく
なる」という意味を表わす。っまり、元の動詞で表わせる「きっい」という意味
から、味覚を刺激するという意味に転用したと考えられる。また、xafyf（薄
い）は以上の（2．）でも用いられるが、xafyfは、液体の「状態や味などの」程
度が少ないという意味を表わすということになる。
4．（daken・qatem・ghameq／fate．　h・bahet）色彩
　アラビア語では、「濃い色／薄い色」を表わす場合は、qatem（濃い）／bahet
（薄い）が使われる。qatem（濃い）は、基本的に「灰がかかったような色、黒
っぽく、もしくは、赤っぽく見える色」という意味を表わすが、その意味から、
「濃い色」という意味を表わすようになったと思われる。
　また、qatemの他に濃い色を表わす語として、　daken（黒っぽい色）もある。
辞典（『Al－wasyt』）によると、両語の間に殆ど意味的な差が見られない。そし
て、三っ目の語としてghameqも「濃い」という意味を表わすが、以下の例文
4、5のようにほぼ同義語として扱われている。
　4．lawnun　qatem・daken・ghameq　濃い色
　5．a．　hmar／azraq／aswad／axdar　qatem・daken・ghameq
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃い赤／青／黒／グリーン
　qatem・dakenの反義語として、　fate．　h・bahet（薄い）が対応しているとい
える。まず、fate．　hは、「開いた、明るい、色の薄い」という意味を表わすから、
「薄い」に対応している。そして、bahetの意味は「青ざめた、弱弱しくなった、
鮮やかではない」と定義されている。すなわち、「淡い」に対応していると考え
られる。また、例文6、7のようにfate．　hとbahetの両語は「色」と共起する
が、例文8のようにbahetのみが「顔」と共起する。その場合は、「青ざめた顔
色」という意味を表わす。
　6．lawnun　fate．　h・bahet　　　　　薄い色
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7．ahmar／azraq／aswad／axdar　fate．　h・bahet
　　　　　　　　　　　　　　　　　　薄い赤／青／黒／グリーン
8．wajhoun　bahet　　　　　　　　青ざめた顔色
5．（samyk・ghaly．　z／raqyq）厚い／薄い「唇、皮膚、紙など」
　以上では、集合体・液体・色彩を表わす場合の「濃い／薄い」に対応するアラ
ビア語を見たが、ここでは、「唇、皮膚、紙、壁」などのような日本語の「厚い
／薄い」が共起する指示対象についてみることにする。そのような指示対象には、
アラビア語では、samyk・ghaly．　z（厚い）とraqyq（薄い）が使われる。
　まず、「厚い」に対応するsamykとghaly．　zをみることにする。　samykは、
例文9、loのように「壁、ガラス、紙など」のような「平板状のもの」4）を表わ
す指示対象と共起し、「厚い」という意味を表わす。このような指示対象を描写
する場合はghaly．　z（厚い）が用いられない。すなわち、以下の例文において
gha亘y．　zとsamykの置き換えが不可能である。
　9．．ha？e．t　samyk　厚い壁
　10．waraq　samyk　　厚い紙
　それに対して、ghaly．　zは、次の例文11～14でみられるように「人間の性
格・態度や人間の身体の部分」を表わす指示対象と共起する。例えば、例文11、
12では（唇、皮膚などのように）「身体の部分」を表わす名詞と共起する。また、
例文13、14では、「キッイ、厳しい」という意味を表わし、人間の「性格、態度、
生活」と共起するが、以下の四つの例文もsalnykに置き換えられない。
11．Bashrah　ghaly．　zah
l2．　Shafatan　ghaly．　zatan
l3．　ghaly．　z　al・．　tab’
14．　’eyshah　ghalyzah
厚い皮膚
厚い唇
性格のキッイ
キッイ　（厳しい）生活（人生）
　以上のghaly．　zとsamykの対義語として、　raqyq（薄い）があがっているが、
その意味は「薄い、細かい、優しい、繊細な」と定義されている（『Al－wagyz」）。
その意味でも、以上のghaly．　zとsamykが共起し得る殆どの指示対象と共起し、
反対の意味を表わすが、例文14の「生活、人生」との共起が可能かどうかは疑
問が残る。
6．その他「味、匂い、化粧」
　ここでは日本語の「濃い／薄い」が共起する指示対象でアラビア語の以上あげ
た対応語でカバーできないものを検討することにしたい。例えば、日本語の「濃
180
アラビア語の「濃い／薄い」表現
い／薄い」が共起する語として「味、匂い、化粧」をあげられるが、以上のアラ
ビァ語対応語は使われない。
　例えば、アラビア語には「味が濃い／薄い」に当たる言い方はないと言えるだ
ろうが5）、「味が濃い」に近い表現する場合は、「．haad（鋭い、激しい）、　laa－
dhe’（刺激の強い）」という形容詞が用いられる。また、．haadは、「．　hadda」
という動詞の派生語であるが、その意味は、「区切る、鋭くする、刃物を研ぐ」
と定義されている。そして、laadhe’は「ladha’a」という動詞から派生される。
その動詞は「火に当たってやけどする」という意味を表わす。そのため、元にな
る動詞の意味から以下の例文15を「強い味」、例文16を「キッイ味」というよ
うに訳せると考えられる。
　また、（2．）でも触れたが、ミルクやスープの場合はdasem（脂肪が多い・脂
っこい）という形容詞が用いられ、この形容詞は、例文17のように「油やバタ
ー、脂肪が多い」という意味を表わし、「料理」とも共起する。
　15．．haad　al－．　ta’m　　強い味
　16．laadhe’al、　ta’m　　キツイ味
　17．．ta’aam　dasem　　脂っこい料理
　一方では、「薄い味」に適応する表現はなく、以下の例文18のように「味がな
い」という言い方が一般的であると言える。
　18．Laysa　lah．tam’　味がない
　「匂い」に関しても、「味」と同様に「濃い匂い」を表わす場合は．haadも用
いられる。例えば、『Al－wagyz』では、「．　hadat　al－raa？i．　hah（匂いが強くな
った、強く芳しくなった）」と定義されている。その他に、naffadhという形容
詞も用いられるが、naffadhは、　nafadhaという動詞の派生語であり、その動
詞のは「突き通る、突き抜ける」という意味を表わす。そして、その動詞の派生
語であるnaffadhは「隅々まで行き渡るもの、鋭い」という意味を表わすが、
「いい香り」という意味を暗示せず、むしろ、その反対の意味で用いられること
が多い。すなわち、naffadh　6）は「嫌な匂い」、そして、．haadは「いい香りで
あるが、強すぎる」という意味を表わすと考えられる。
　19．raa？i．　hah　naffadhah　　キツイ匂い
　20．ra？i，　hah．haadah　　　強い匂い
　日本語の「化粧や口紅が濃い／薄い」という表現に対して、アラビア語では、
例文21のようにkathyr（多い）とqalyl（少ない、少々）という形容詞が対応
する。その他に、「濃い」の場合、例文22のようにmbtazal（下品、並外れ）
という形容詞やmubalgh　fyh（異常な、必要以上）という「名詞＋前置詞」の
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形式も用いられ、「薄い」の場合、例文23のようにbasy．　t（シンプル、手軽な）
やraqyq（繊細な、薄い）といった形容詞が用いられる。例文21の場合は、描
写的で、22と23は評価的であると言える。っまり、前者は、ありのままのこと
であり、後者は、発話者のそれに対しての意見も暗示している。
　21．makyaaj　kathyr／qaly1　　　　　化粧が多い／少ない
　22．makyaaj　mbtazal，　mubalgh　fyh　　化粧がキッイ・異常
　23。makyaaj　basy．　t，　raqyq　　　　　化粧がシンプル・繊細な
　以上の例文は、「化粧や口紅」の「量が多い／少ない」状態を表わす場合のア
ラビア語の対応語であるが、日本語の「濃い／薄い」が「化粧や口紅」と共起す
る場合、二通りの意味を表わす。まず、以上でみたような「付けている量が多
い」という意味と、「濃い口紅」のように、「付けている口紅の色が濃い」という
意味も表わせる。後者の意味を表わす場合、アラビア語では、次の例文24、25
でもわかるように4．であげた「色彩」と共起する語群が適応される。
　　　　赤　　　唇　　　　　　その色
24．a．　hmar　shifah　daken（al－lwn）7）
25．a．　hmar　shifah　fate．　h（al－lwn）
（色が）濃い口紅
（色が）薄い口紅
7．　まとめ
　以上、日本語の「濃い／薄い」に対応するアラビア語を見てきたが、「濃い／
薄い」に対応するアラビア語の語群は多く、さまざまな意味分野から転用した語
が対応していることが明らかになった。言い換えれば、アラビア語の観点からみ
ると、日本語の「濃い／薄い」は、多くの意味分野をカバーしているということ
が言える。例えば、日本語の場合は「集合体、液体の濃度、液体の成分、色彩」
などの意味分野を「濃い／薄い」でカバーできるが、それに対して、アラビア語
は、「集合体、液体、色彩など」のそれぞれの概念を表わす語と共起する形容詞
が異なる。
　また、「濃い／薄い」に対応するアラビア語の語群は、さまざまな意味分野か
ら転用した語が多くある。例えば、液体を表わす指示対象に用いられる「．tafyf
（軽い）」と「thaqyl（重い）」、そして、色彩と共起する「fate．　h（開いた、明
るい、）」や「bahet（青ざめた）」、また、「味や匂い」に用いられる「．　haad
（鋭い、激しい）」などがある。「化粧・口紅」には、kathyr（多い）とqalyl
（少ない、少々）も見られた。これらの多くの概念は日本語の場合、「濃い／薄
い」だけでカバーされるのはアラビア語とは対照的ではあるが、（4．）でも見た
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ように、「薄い・淡い」が重なるところや、（5．）でも見られたように、「濃い・
厚い」が重なる部分があるというところは、両言語に共通していると言える。
　注
1）「濃い／薄い」に対応するアラビア語の形容詞は文中には基本形（男性形・数）であ
　げるが、アラビア語の形容詞は名詞の「性・数」を受けるたあ、例文では名詞の性（男
　性、女性）・数（単数、双数、複数）に合わせる。
2）kathyfは「努力」とも共起し、「（johd　kathyf）一層の努力」という意味を表わす。
　また、「kathafah　sukaanyah（人口密度）」という表現は、　kathyfの名詞形を用いる。
3）　（5）アラビア語の形容詞は動詞から派生した分詞であるが、分析の過程では、元の動
　詞を基本形（三人称・男性形・単数・能動・完了形）であげる。
4）森田（1977）、「薄い」の意味解説で使われた用語である。
5）　アラブ料理は単調であるのが特徴で、「美味しい／まずい」という言い方の他に、「塩
　が効きすぎ、辛い、甘い」という言い方が、一般的であると思われる。
6）naffadhの定義は筆者の個人的な語感によるものである。
7）　（）の中の語が入らなくても「色が」という意味は通じる。
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